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福田大臣お国入り

　

郷上の生んだ初の通産大臣福田一氏

は9月15日臍れのお国入りをされます

この日は後援会や市が中心となってい

ろいろと祝賀行事が計画されています

追加更正予算など5議案可決

　

第56回臨時市渦会は8月13日に開か

れ、37年度一般会計追加更正予算案な

ど5議案について審辰され、いずれも

原案通り議決されました。

議案61号一般会計追加更生予算につ

　

いて

　

尚悳中学校第3期工事費303万8千800

円が追加さお、予算総額7億3千780万5

千342円となります。

議案62号公民館設置条例の一部改正

　

について

　

大野、乾側の両公民舘をそれぞれ一

番上の元市役所分室と乾側小中学校の

東側に移転したので、条例が改正され

たものです。

議案63号専決処分の報告について

　

緊急執行を要した消防庁舎建設費

150万円の起價と、償還方法について

の専決処分です。

議案64号議案の撤回について

　

前回議会で騨続審鳶となった認案60

号（尚今中学校建設のための予算外義

務負担承認の吽）の撤回です。

議案65号予算外義務負担について

　

尚徳中学校新築のため、725万を予

算外義務負担とすることです。

建設進む橋と道路

永久、久保橋完・成

　

市道松丸・萩ヶ野線の唐谷川iこかか

る久保唱の建設工事は、ことし6月に

工費220万円で着工し、このほど長さ

14．6メート／レ、lR3．6メートノレの鉄筋

コンクリート僑として完成しました。

　

同碓は、尚徳中学校の通学道路とし

ては最も重要な僑で、これまでの木橋

は老朽し危険であったので、永久僑に

掛替えられたものです。

　

（写真は完成した久保檻）

災害道路も復旧

　

昨年8月の地震、9月の台風により、

けiの林道は．谷山、みの又、亥向谷な

ど81ヵ所で延長3千928y－トノレが決壊

し復iE；総額6干124万rl！の大災害を受け

そ・の復旧を急いています．

　

8月に．は谷山3、4号工事が完成し、

これまでに工費5千500万円を投じて53

ヵmiH千771：；メート、レの911叫力；4βり’）

目下残りの復旧を急いでおります。今

年度末には全体の60％以上の復旧が終

る予定です。

　

（写真は復旧した谷山林道3号工事

　

259メートノレ）
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9月ln日から運転開始

　

懸案であっだし尿処理場1の建設

は、関係者の方々のご協力によって昨

年9月総E費4千500万円で着工、日本

衛生工業昧式会社の手によって工事が

進められていましたが、このほど完成

し、9月10日から試運転が始められる

運びとなりました。

　

同処理場は真名川左岸、堂本地係に

64アールの広さを持ち、1日に2万7千

人分のし尿を処理することができます

集められたし尿はまず沈デン槽で石。

鉄くずなどを取り除き、紙とz，ヽ飴旨綿

はカツターでくだき、投入槽へ送られ

ます。さらtこ特殊ポンプで消化嗜へ送

り、ここで50～35度の熱を加えて腐敗

を早め、分離したガヌはガヌ。タンクに

貯蔵され、消化汚液は30日後に汚泥処

理室に送られ、遠心分離機で汚泥と液

体に分離し、汚泥は肥料として使用さ

れます。液体は水で40倍程度にうすめ

られ、散布口床（第2消化装置）を通っ

て最終沈デy槽に送られ、さらに固形

物が抜かれて、塩素滅菌ののち真名川

にま放出されます（放流水は魚類に。は害

がありません）。これを加温式処理法

といい、便が処理過程において人目に

見えないことと臭気がただないのが特

長で、全国でも数少ない施設です。こ

の完成によって、これまでのし尿間題

は一挙に解決され衛生都市として一歩

前進したことになります。

九頭竜川の底ざらえ

　

県の直営事業

　

県では治山治水事業として、九頭竜

川のしゆんせつ（浚渫）工事を総工費

4億5千万円、3か年計画でさる7月20日

から着手しました。

　

7月2日、七板口に現場事務濁が開設

され、目下、県の総機動力を結集して

作業が進められています。県の計画に

よると、竜仙僑かβ下流、下荒井のえ

ん堤聞5千600メートノレの川底を平均2

メートノレ堀り下げ、（全体で60万立方

米）豪雨による災害をなくしようとい

うものです。

　　

ことし堀り上げられた土砂は、真ぞ；

川と九頭竜川の合流地点の堤防の裏埋

め（5万立方メートノレ）に使われること

になっています。現在土布子地係の川

底が堀られています。

（写真は機動力による川ざらえ工事）

大野更生保護

婦人会が誕生
8月11日、市内の婦人保護司と保護司

夫人、各地区婦人会員など50名で大野

更生保丿薩婦人会が結成されました。こ

の会は市内21名の保厦司と協力して更

生保護tμ乗の充実と向上に．つとめ、青

少年の不良化防止と、健全な育成をは

かり、犯罪者のいない明るい大野市建

設のために貢献しようというものです

同会はさつそ・く福井県堡観泰所長を招

いて講習会を開くなど、活発な動きを

見せていますっ

　

こ5した婦人会の方ばかりでなく、

過却こ犯したあやまちを悔い改め、決

意を新たにして出所する方々を、市民

全体が暖い気プきで迎え、二度とあやま

ちをおこさないよう見守りいたわって

いきたいものと思います。

　

rx政け措凋4’S

大・野公民館移転

旧市役所分室へ（電⑥2828）

　

大野公民館は7月27日に「日市役所分

室（織物組合前）に移転いたしました。

50数畳の広間、16畳、12畳の小会議室

講座室を設け、なお図書の貸出しも行

いますから、晴々

利用ください。

　

公民館結婚に関

しては従前通りご

要求に応じて式場

を選定しますから

相変らずご活用く

ださい。

市の人事

　　

（37年9月1日付、カツコ内は旧）

市民課長水上太二（陥祉事務所長）

福祉事務所長伊藤吉之助（市民課記

　　

録係長）

総務課付荒矢定治（議会事務局長）

議会事務局長山田渉（市民課長）

税務課第一賦課係長酒井新左工門

　　

（出納室係長）

税務課収税係長石蔵一郎（総務課）

農務課土地改良係長堂本悟（林務

　　

係長）

林務課林務係長浜竜－（土地改

　　

艮係長）

商工課商工振興係長笠松常和（税

　　

務第一賦課係長）

市民課記録係長鈴木与平（下庄出

　　

張所主任）

保険衛生課環境衛生係長安達修一

　　

（商工振興係長）

出納室出納係長浅山透（収税係長）

下庄出張所主任宮川忍（乾側出張

　　

所主任）

総務課勤務三井文朗（商工課）

　　　　　　

植村英二（市民課）

　　　　　　

大倉博明（税務課）

　　　　　　

中村武臣（保険衛生課）

税務課湯務斎藤忠男（農務課）

　　　　　　

士谷春栄（巾民課）

　　　　　　

松山ふみを（農務課丿

　　　　　　

松山素堆ぐ富田出張所5

農務課勤務松田勲（建設課）

　　　　　　

栄田正（林務課）

　　　　　　

明石しげ子（税務課）

林務課勤務伊藤啓一（農場．

　　　　　　

広瀬円信（建設課）

商工課勤務堂前勉（総務課）

市民課勤務中川愛子（出納室）

　　　　　　

松田嘉三（税務課）

　　　　　　

土礁喜代志（総務課）

保険衛生課勤務広瀬生実（農務課）

建設課勤務三屋証信（農務課）

農場勤務U川奥久（林務課）

出納室勤務織田秀子（市民課）

乾側出張所勤務加藤弥市（税務課）

富田出張所勤務安川清治（税務課）

大野保育所勤務森永裕子（義景保

　　

育所）

義景保育所丿功務羽生稔子（大野保育

　　

所）

復職福祉事務所勤務堂本為夫

技術吏員に．任命建設課勤務

　　

南部治

技師補に昇任農場公務北山喜雄

　　　　　　　　　　　　

山下与兵衛

アホナコプチャ／

　　　　

し尿処理場完成

「ウyときばつて工事を急ぎま

した」

　　　　　　　　

一現場監督－
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゛動く総合病院、
医師会とライオンズクラブの無料サービス

　

市医師会とライオンズクラブの方た

ちが、医療に恵まれない辺地の方々の

ために。両地に出向いて無料サービスを

してくださることになりました。

　

その第1回の診療が8月19日午前10

時から午後5時まで、打波小学校で開

かれ、87名が無料で診察や治療を受け

ました。この日内科、外科。小児科

耳鼻科。眼科の専門医4名が出向いて

診察、投薬、処置がお二なわれ、区民

の好評を拍しました。

　

なお医師会とライオンズクラブでは

今後も毎年4回ずつ続けていきたいと

語っています。

一日を庁舎の清掃に

　

教育資金のお礼に

　

母子、身障者の子女で市民）教育資金

を受けておられる22名の方が8月8日公

共のため：こ働かしてくださいと、市の

福祉事務所を訪れ、庁舎の清掃をして

くださいました。こうした1日奉仕は

毎年続けられことしで5回になります

　

市の教育資金は昭和50年から始めら

れ、母子家庭とか身体障害者家庭の子

女の就学奨励のために、毎月授業料程

度が給付されているものです。

　

（写莫は一日奉仕で庁舎清掃）

みんなの道路／

一部使用には許可を
道路は産碧発盛の基盤であり最も大切

な公共施設です。この道路へごみを捨

てたり、不法に占用して、円汁フな交通

を妨げたりして、これが巾：放の起曰と

なる場合が多くあります。

　

国、県、市溢を問わず、道路の一部

を使用または占用する場合は、いかな

る場合でも道路管理者と警察署長の許

可が必要ですから、必ず許可を受けて

ください。

　

ただし次のような場合は許可になり

ません。

1、露店および商品置場（神社、仏閣の

　

例祭の場合をのぞく）

1、横断幕や大売出し等のノボリ

1、仮設の日よけ、雨よけなどのヒサ

　

ン

1、電柱等の広告（はり紙、巻き付）は

　

車両と対面する方向

1、交差点、横断歩道、踏切、道路標

　

識、火災報告お、消火栓から5メー

　

トノレ以内の場合

伝染病や食中毒を防ぎましよう

　

暑い日が艮く続くと伝染病が出たり

食中毒がおきたりします。食中毒、赤

痢患者発生の状況を全国的に見ますと

（別表1）、9月から10月にかけて食中毒

が最も多く発生することがわかります

また赤痢患者も7月～8月についで多く

発生することもわかります。これから

がその時期となりますが、次のような

ことに注意して予防につとめましよう

①調理の前や食事の前には必ヽず手洗い

　

を励行すること。

②はえやねずみを退治すること。食物

　

の火入れを充分にすること。

④台所や便所は常にきれいにしておく

　

こと。 ⑤夏は腐敗が早いから、買ったら時間

　

をおかず、早く調理すること。

⑥野菜はよく洗って使うこと。

　

その他夏は体が疲労し易いから充分

睡眠をとり、規則正しい食生活をする

ようつとめてください。

食中＝毒の区分数

弗1図月別食ゆ妻・赤痢愚者発住数

　

（1？62年表ll着発11国梗計より）

大切な2つの統計調査
④物価の統計調査

　

県民の消費生活に直結する小売物価

の統計調査が。次のよ9こ実柘ざれま

す。

1調査期間57年8月から毎月l回

2地区旧大野地X

3対象小売商店および借家間

　　　　　　　

借世帯

＠家計調査

　

家計収支の実情を調鏝して経済爪策

や社会防超に対処する資料とするもの

で、次のよつに実施されます。

1調亙開聞9月10月の2ヵ月間

2調y地区旧大野地区

3調査事項

　

1．勤労世帯については家計費の収支

　

について

2．その他の武帯については家計費の

　　

支出について

　

3．その他世帯員について

近日中に調査員が参りますからご協力

をお願いします。

スポーツで親睦をはかる
能遷（仁り？）が初優勝

　

第4回大野市防犯少年野球大会は8

月11、12日の2日間、有終中グランド

に18チーム（270名）が参加して盛大に

おこなわれました。熱戦の結果能逗（

小山）が初優勝しました。2位ビクター

3位富田B、4位下庄A。

　

この大会は少年たちの身心の健康と

J3fkd3のλがれがちか他猫面の白F－か

図り防犯運動の一助として行われるも

ので、1チームの構成は小学生4名、中

学生5名、投手は中学1年以下のものと

なっており各チームの均衡が図られて

います。

　

なお試合終了後優勝チーム能遷に大

野市長杯と内外ゴム提供の優泌旗、2

位ビクターに大野署長杯、3位富田B

に市教育長杯、4位下庄AにPTA連

合会長杯がそれぞれ贈られました。

また優秀7選手にほ個人賞が贈られま

した。

を作り、又お客のために気をつかわな

ければならないなどで、主婦にとって

はむしろっらい祭りであり、ほんとう

に主婦も含めてー家そろって楽しめる

日がほしいということから運動会が始

められたもので、今年は2回目ですが

みんなにもよろこばれ今後さらに内容

を豊かにしたい」と語っています。

　

この運動会のことしの経費は全部で

約1万円。だんだん内容を充実させて

ゆくぞ5ですが、こんな経費で村じゆ

うが楽しめ、この楽しみをとおして美

しい人間関係をつくりあげ、新しい時

代の農村経営に役立つなら、その価値

は計り知れないものといえそうです。

写真は優勝棋を受ける能忿チーム代表

間接撮影実施
9月5日9．00－11．30大野公：ミ館

　

・z15．00～16．00浄勝寺

　

6日9．00～11．00和光園

　

・／13．00～16．00円徳寺

　

10日9．00～11．30水落大拓興業前

　

”15．00ヽ16．00石どうろ二番角

　

11日9．00～11．00神明上山田敬

　　　　

馬宅横

　

”12．30～16．00日吉神吐前

　

12日9．00～11．30大野織布前

　

”13．00～16．00長命湯前

　

15日9．00～11．00小山農協前

”12．30ヽ14．00小山出張所

”14．30～16．00大野荘

；409●こOヽ11。0Dダコよ吐駒

・f12．33～14．00家ノ本土山義雄前

”14．33～16．00木ノ本穴田与市前

15日9．00～11．30上庄出張所

17日9．00～11．00中据板橋充前

・・12．30～14．00菖蒲池

”14．30～16．00吉神社前

18日9．00～11．00富島石蔵一郎宅

”12．30～14．00富田小学校前

・z14．30～16．00富田たばこ耕

　　　

作組合前

19日9．30～11．00勝原小学校前

”12．30～14．30中休中村為前

”15．00～16．00塚原

2009．33ヽ11．00六呂師小学校

”12．30ヽ14．00阪谷小学校

”14．30～15．30松丸分校前

2T日9．00～11．00庄林分校

”12．30～14．00中津川駐在所

　　　

前

”14．30～16．00新在家寺島正

　　　

通前

22日9．00～10．00中保分校

／／10．30～12．00中狭集会場

24日9．30～11．30下庄出張所

・y13．00～16．00曙城東会館

スギの害虫について

　

近年、スギノノヽダニが発生して被害

以ヽちぢるしくふえ、枝葉が枯れ、木

7）生長が止つているのが各地で見られ

ます。これは別名、スギノアカダニ、

スギノアカグモともいわれ、年数回発

血し、最も繁殖の多いのは5～6月頃で

そ・の時期の被害が大きいのです。

　

害虫は黒みをおびた茶色で、ごく小

さく（ほこり程度）人目に着きにくい。

書虫がつくと枝葉の養液を吸収し、葉

が枯れて黄色くなり木の生長が止りま

す’。幼虫の期間は10日聞程で卵のまま

越冬します。

　

被害は苗木または7～8年生以下の幼

令樹に多いのですが、20～30年生の壮

木にもっく場合がありますから注意し

てください。

　

防除方法はアカールくん煙剤を使用

するのが最も効果的で、早朝の上昇気

流を利用して行なえば簡単にできます

この防除は年5回ぐらいくり返して行

ってください。薬剤は市があっせんし

ますからヌギノノヽダエを発見したらす

ぐ市の林務課へ連絡してください。

田野部落の新生活

　

新生活運勧をすゝめる市内田野部落

では、昨年から秋祭りをやめて部落だ

けの運動会を行ない、おとなも子供も

婦人も老人もみんな総出で楽しい1日

をすごしています。これまで春、秋と

2度のお祭りであつだのを春祭り1回

としたことについて、同部落の南正雄

区長は「秋祭も楽しいものですが、こ

の祭りには。家庭の主婦がほとんど夜

もねむれないような苦労をしてご馳走

農地、採草地の移動転用

には必ず許可申請を

　

農地（土地台帳が他の地目であって

も現況が田畑である場合）および採草

地の権利の移動をしたり、農地又は採

草地として使わなくなった場合は、知

事の許可が必要です。必ず許可申請書

を農業委員会へ出してください。最近

許可を受けずに宅地などにして問題に

なっている例がありますので注意して

ください。

日常侭iわれる外来語

センス…・－……感覚

プロセス…………過程

アシスタント…………助手



昭和37年9月1日 大野市財政公表書 （1）

大野市財政公表書
これは市の財政がどのように運営されているかを市民の皆さんに知つていた

だくため、その内容を公表するものです。主として昭和36年度の決算のあらま

しとことしの予算についてお知らせいたします。

昭和36年度の決算は総額50億にものぼる災害がありましたが、被害激甚地の

指定、特別交付税の増額、災害起債の確保などにより黒字決算を見ることがで

きました。全く皆さんのご理解とご協力のおかげでありまして。心からお礼を

申し上げます。

昭和36年度の決算

歳入総額は6億9千600万円

支出は6億7千300万円

差引2千300万円の黒字

昭和56年度の一般会計が才入才出と

も急増しているのは（昭和34年に比べ

て1．5倍の増）重点対策事業を推進し

たことや災害復旧の経費がふえたため

です。また国呆会計は保険時付の剽限

解除、診療費の改訂により医療費が亀

くなったためです。

① 一般会計才入決算額餌 （’蛍位千円）

134 55年 96年
予・算 　決算

まiまj〃－　164．995

構成比・〃J驀J　　41．5予算
166．873

　決算

4ま・－＝・i－晶－ふ～・－　176

．556

構成費　
39．5

予算－－－－190．503

　決算－ミま－－　186．965

構成比　

まま●ま・ま－　　50j

r訂税 162．804
地方交付税 41．235 41．235 10．4，53．533 53．533 ！2．0 9！638 109003 17．6
財産収入 25570 20094 s．o：15016ま 9131 2．L 5457 3977 0．6
分担負担金 － －・ ＝－キ

l

501 556
使用手数料 2．307 2．999 0．8’4．999 3．785 0．8・3．535 3．940 0．6
国庫支出金 51．858 48．495 ！2．2 65．447 66．552 14．9：86．025 84．9！「ま’13．7
県支出金 9．078 8．360：2．1’ 20．205 ！8．788 4．2’94099 33658 5．4
寄附金 29．083 20．540 5‘●2ま28．278 19．783 4．4 46．755 45350i7．3
繰入金 － － 11．234 11．234 2．5 10．000 】0．000 ！．6
繰越金 665 665 0．2 18．880 19．004 4．3 11．653 ！1．6881i．9

雑収入 40．829 49．314 12．4 S3．039 33299 7．5 64246 61521 19．9
市債 44．】0040．400 10．2！34．900 34．900 7．8 66．730 69．800111．3

計 408．050399．977！lOO．Oi 452．409446．565100．0613．945620．557べ00．0

詑収。状泥 ①一般会計について

　

一般会計決算額は才入6尼2千55万円

才出5億9千290万円で差引き2千765万

円の黒字であります。才入の概要は弟

（Lm．のとおりで、地方交付税は1億90C

万円で前年より5千547万F1，多くなって

います。この内訳は普通交付税5千46・1

万円、特別交付税5千406万円であり、

特別交付税が普通交付税と同額程度＞b

交付されたのは北美濃地質、第2室戸

台風と相次ぐ災害K．より災害救助対策

応急対策、災害復旧事業等に多くの経

費がいりましたので特に交付されたも

ので、平年度においては1千万円前後

でありますから、一般会計は国の財政

援助によりようやく赤字にならなか’）

だともいえます。

　

才入の’Sち自ぎ財源（市税、財産収

入、使用吽于数tl、維収入、繰な金等

）2廿6キ78ギ7jμバび41．‾7Sとな・、35

年よりレり8：万円多く、構成比にノつい

ては4．うもr）減であります。自己財源

の県下7市平均、よ65．7ぞ、全国碩似市

平均は53．69でありますから、当巾は

19．0％、8．9％とそj・lぞれ

yく、随って貧唐財政とい

y

存財源（地方交付税、ぶ、

県支出金。寄附金、拘債等

）は3億5千271万円て55．3

％であります。

1人当りの

税金は

3千953円

　

市税については第（i）表および142図

のとおりで34年と比べますと総額では

2千2C）O万円ふえています。これ！ど税目

毎の調定魁についてみますと市民税が

140と一番Jく伸びております。これ

は55年の高原景気といわれた経済の余

氏をうけて機業のま荒気もよく、農家も

兼業の賃金収入が意外r．多く、消費7‘

－ムにより商業も景気がよかったtめ

ふ八。たものこす、その隅或は第蚤図の

とおりで咄年と比べますと営業暉T得が

？倍、給与哨得及びその他事県所得が

i．5fr5となっておりますが、農業丿得

は3割滅入な‘ンております。

　

固定政策税ぱ発電施設郷の大口償却

資産の償却があるため喊っております

税金の人口1人当り平均額は第1表に

ありますように県平均は3．788円、市

平均は4．392円でありますから、？1市

は県平均より1651j多く、市平均より

435R少くなっています。市債は全部

で6千980万円でその内訳は第④表のと

おりであります。

　

次に。これら財源のっかいかたは第4

図およj第

④表のとお

りで、才出

決算額は前

年より1億

5ヂ8CO万円

増で、予算

に附し％．6

今；の執行率

であります

▲晨会費は

議会運営の

経費であり

ますjT，市役所費は職員の給

料j：乱物吽費の池ドプレ占

建ミ第こ剛九分6千にOヅづ

がjいいF－t，▲土飛昔は斗

・if，35年およぴ36乍と連年

災害をうけたス酎削心Qの復

旧まE事と駅東区画整町地域

内のr市，汁血街路工事およ

び県施行の名工φJこ負扨令

などが主な4，のであります

▲教育費の主なものは有終

中学校，下庄中学校の生徒

急増に．よる校舎の増築．尚

徳中学校第2期工事および

乾側公民館の新築等であり

ます▲社会労働費は政府の社会保障の

拡充方針により保護基準が引き上げら

れましたので増えております。▲保健

衛生費はし尿処理場建設費1千300万円

の他、健民対策の経費であります。▲

産業経済2の商ニ［関係け中・ト企業預託

金2千万円、設備近代化貸付金800ミ万

円。店舗改装貸付金600り円および観

光事業振興の経費となっております。

農業湖保は水価病吻曳空中防除、農業

構造改善パイにyト地aの指溥計画、

ごこ地改良事業、災占復旧事茉および優

場の経費が：1スな4、のであり。糾。栗1周保

は林道の喫図と災？；同日、林産業の振

興4t業の他に市有林の造田G町歩の経

費が含まれています▲公債費は返済金

と資金繰りの7こめ借入したお金の利急

でありまt。426万円の尼は主として

返済金が増えたためであります。

　

第④図に。ついてみますと消費的経費

は前年より3千86万円がむえています

その内容は人件費は給与改訂と自然増

により1千800万円、物件費は中学校備

品設備の充実等により1＝＝F200万円と夫

々増えておりまず。消費的経費は年々

増える傾向；こありますので一層の節減

を図り抑制に。努めねばなりません。消

費的径費まが少く投資的経費の多いこと

は財源のっかい方がよいということで

あります。歳出総額の43．7＾が投資的

経費となっており、前年より9千900万

円が増えておりますーが、そのまなもの

はぼ舎建設、都市計画、教育施設整備

し尿処理場建設および災害即日事業費

等であります。

了G鉦序一濁今計う屯削い‘

歳入

　

ln9・J八二

（i）昭和35年竃市民1人当り収入額（単位円）

市税 交付脱 国策 県支 朗収 便L
福井 475i 2％ ．06S 97 29 匹 3ワ
敦賀 5．4．＾r，yら0 ．5：3 ‰4 527 141 337
武生 4．3；o1．048 SS4 39？ 53 1引 479
小浜 3．2”8 ．瓦心2．1253夕4 2D8 257
火野 3．95；3．ドプ5］．0’3085ら209 卵
聊山 4に6 ？5 6？1に邨 348 75 2ジ
鯵江 y556 ．380 777 5！う62 54 247
市平均 4j9］ 83］ 1，！25 720 158 81 303
県平叛 3．7881．397！．2461．064137 106 26i

寄附 繰X 雑収入繰越を地方債 計
；i11井‘

2感 ・？4 ljア3 j 669 9．537
敦賀 1‘7”7’い｜り≒： 967 ≒3G 568 11．743
武生 に4： 8 487 342 554 8．963
小翫 3じろ｀－ 1．：79 63y’！．14514．258
大野 443 2b2 746 4ぶ 781 10．003
l荼山 lnまへ1－J

t

｜ 2C6 S9 ’．215り．307
吻江 135 － 185

りQ・．4り
i75 6．913

有早肘 趾）1 20’仁 8円 j26： 682 9．853
昌平孵 247・ ぷ 569 273． 694 9936

普苅会訓町H涌出まa

④36年起債の内訳

4に嶼名 借入額

庁汽建設本哭 25．000
都吏か画事業 VOCQ
し眼処理施設整情事槃 6n00
有終中学校幼築串‘業 ≒に0
公有林帖編集業 1凹ひ
災害復旧聯業 19．200
通年補助土木災害曳旧 2．500
現年補助上木災害復旧 9．r！00
特例置土我等小災害復旧 I．80C
通年補助農林災害復旧 ：000
現年補助農林災害復旧 900
特例債農地等小災害 3．000
現年発生単独災害復旧 2．0C0
T入欠陥等補瓶資金 ！．000
東部中学校新築事業 10．800
小山小学校f室津）改築事業 2．200
小山中学校（屋外）改築事柴 1．700
上庄中学校増簒ぶー 700
宅地造哩泰S 5000

乙j－a

j
69．800

④一般会計歳出決算目的別調 （単位千円）

7j5年 36？ ￥‥．執行率
－－予り二

決算 試行七 予算
－－ま－まa－¶　　決算

談会費
－－　　　S．27．＾

3．073 97．6　　　　　ま¶10．932まw－まままJ－　　10
．618

・－－－97．1

市役所贅 B5166 84．690 99．4 132．450！31．964 99．6
消防費 12．516 12．14？9－7．114．047 i3．84i98．5
土木費 63．231 5Sぶ7 り2．j 82．i59 79．377 ％．6
鳶育曹 65580 6・：－．249双．4i03．232i00S□ 97．4
社会労働費 32．516 32．188 99．j 53．949 52．300 ％．9
保健衛生費 9．547 3．484 88．？23．878 23．225 97．3
産業経済費 110．293101988 95．2，135．344127．246 940
財産費 目．002 10．923 99．3 2．011 9□ 45．3
統計調査費 ＼．3？3 788 59．6， 235 154 65．b
選挙費 840 7叶0 3S．0 318 129 40．6
公債費 20．387 19．098 タ3．Y：24．586 23．358 95．0
諸支出金 30．336 29．987 98．8 30．583 29．269 95－．7

計 452．409434．877 96．1．613．945592．903 ％．6
歳入歳出差引 0 11．688

l

i 0 27．654
－

屈服祇砂囲別皺
3｀－〃



（2） 大野市財政公表書 昭和37年9月1日

公債費は1人当り

　

8千130円

　

公價費は累増してきておりますが、

今後は第⑤表のように推移します。償

還金は59年がピークで一人当1千289円

で。しばらくは財取的に苦しいことに

なります。56年末における市債ぴT．市民

1人当りは8．130円となり、事業呂「」にみ

ますと第④表のとおりで、学校関係が

ー－番多く次いで災害復旧、庁舎関係と

なっております。貸付金は中小ふ粟、

設備近代化、

店舗改装等の

融資金であり

さす。

　

そこて35年

次算における

県平均、7市

平均について

比べて見ます

と第⑦表のと

おりで、人件

費は市平均並であり維持

修繕費が士廻っておりま

すのは、学校等の建物が

多く市道についても延長

が他市より長レため経賢

がヵらっていることがわ

かりまj。町通建設事業

がダレようですが、55年

は災書復旧を重点ことり

あげたためであります。

決算総額においては県平

均並ですが、災害復にi事

柴を除きますと平均を下

廻ることになりますので

消費的経費にっしては一

層抑制して行政効哭があ

がるよ5にっとめたx．ヽと

思います、

⑤公債費の推移

現低額 償還金
l人｀11

償還金

36年
千円 千－ 円

％31G6 44077 9R7
37年 334．467 51249 147
38年 305．326 5i．717 ．153
39年 26B．253 57．565 ？89
40軍 235．941 50』04 ．：22
刳年 213．590 37．82－3847
42年 190．937 36．44？ 816
43年 171．816 31．516・706
44年 152．841 50．0711675
45累 35．224 27．450 615

面昭和96年町末

市債現在額（単位千円）

現低額
教育施設整備 180．757
ぷ路揉“Q－／／ 3！791
災害復ILレ事業 46削∩
簡ら氷山祢伺 15．72：
消防剪．設ノノ 目．030
杜今福昿施設z／ 9．198
庁舎建設事業 45．960
保健衛生俯設事業 6．477
産業振興事業 8．200
その池 7．680
国保整備資金 252

ぎふ□・ 363．106

⑦昭和35年度性質別経費の1人当平均額（単位円）

入件費 物件費維持修繕
扶助補助費

普通建設災害復旧失対

福非 2320 871
－一一　2m－J－一一－－－－　　1non－ま－－＝4－＝　919W＝　　　　m4－　154

敦賀 2．054 1．022575 ，5E 4．170 539 226
武生 2．087・80 2□ 446 2258 227 273
小欧 2．029ll4’ 109 防9 2446 5069・395
大野 2．125 1ま！0241 ，4？2ヅ〕16i．428 55
μヤ山 2．041 9引 216 732 2．212L053 113
鱈江 に988 8眉 152 1．3251．324 266 207
市白々 2．113 9町’219 I．i912．681 802 191
県平均 1．870i．五に）

2に 9邨 26j 1．469189

公債費積立金出資 貸付1 繰出金明渠繰上計

福非
ま－　　　674

● － ミ ま

4ょμ・・まま・皿　　らT？－－－－－－｀　　9n ま甲－9、420

政賀 551 7jミ ％ 52し ク27 11．020
武生 778 27 9£． 24C 110 8．521
峠問 840 6 り4d 640 88 18．953
大野 427 225 656 27 9．740
勝山 1．018 834 24 9．233
鱈江 944 95 】 16 52 6．874
市平均 719 48 499 499． 177 0 9．596
μ堺均 717 65 □ 剔 i5！ no 9、759

（i）特別会計について

（1）国屋巷塵俣険忠言

　

56年度は給付改善の第：目標であり

ます制限給付の徹腿をいたしました。

4月から入院の給食と寝具について。7

月から歯科の補てつについて夫々保険

の対象といたしました。その結果受診

率があがり、尚診療単価の引きあげ、

精神病や結核に対する給付割合が7割

に引きあげられる等の改訂がありまし

たため、診療1件当りは935円となり

前年度755円の127％と急増いたし、財

政的に。は苦しくな・7）たのでありますが

被保険者皆さんのご協力、こより保険税

について92％が確保され、国の補助金

4，国民皆保険の方針により増額されま

したので419万円の黒字決算となりま

した。

　

国民健康保険事業は財政の健全を維

持すると共に療養給付率の引き上げ、

或いは保険給付内容の改善充実をEる

ほか、予防保健活動をー・一段と推進して

保険者皆さんが健唄で明るい生活がで

き乙よういろいろとや・）たいことがあ

りますので、これか

らも一層のご協力を

お願いいたします。

　

決算の概要は第⑤

図および第⑧表のと

おりであります。

田侶会計央算撒う6邸）

⑤

（j） 各会計別決算の状況 （単．位千円まj

j4零55卵56年
才入

－ま－・－4．－

　才出

－－
差引

　　皿－－－－－－才入iま←－－W－〃　才｀出‥－－－－一差引〃ま－－－・－ま　才入・－・ま－－t－　才出　　－－ま・偏差引

一駁会計 396．977377．973 199C｝44465話：
　　　　　　－－？ま還494R77

－まま・　　　口＾flfi
－W－－－－Iま－ままS　りnc；S7・－－－－c；999∩9－一一一一一一　974、S4

国保事業会計 4】．62341．390 255 44．u！4・40817
・●●WWW　S197W－●W●〃〃●　S6R19〃〃W●〃W〃　5767S・JI●W〃夥　4194

国保懲設会計 3．334 3．294 4D 3207’ 9勁7 ∩ 7R69 9RIA 47
簡1・j嘔道会計 14 14 0 ：．660・1509 15Q 2256 5＞n5≫9 227
土地区画会計 5．958 4．755 ：．20S 4．030：13．915j’9885 10．950 19912 A8962
就学発動会計 170 15！ i9 2汁 17S 96 277 155 67
児童￥生会計 26 ；7 9 271 23 4 22 17

11；

花畑事業会計 ！ 1803 IR09 「
公団分収会計 1 724 794 「

計 448．102427．594 20j08 499．714：494．524 5』90 696、216672．984 23．23‘’
指数 100

－ －
　111．52－ 115．65 155．34 157．39

昭和37年度当初予算

総額7億4千2百余万円

市制以来の大型予算

　

ことしの予算は貼院以来はじめ・この超大型予算で、総額7直4可246万円．前

年に．片べて1臆9nyjり八ぶヽえています、この予算に組まれた重点施策は①

越美北線の全線開通と竃ぷド全の促進⑦聡続事業の完・夕③災害復旧の早期完成

④第7次建辰計画の策定と実‰⑥税負押C怪収であります、一般会計当初予算

は第師表のとおりでありさす．

（i）才出の概要

▲r打役所費の増えていますのは庁舎建

設費が8千200万円と前年より2千万円

余り増えているためであります。▲消

防費は著員の増員により隋動力の充実

を図ったものであり、▲土木費は災害

復旧事業4千万円、都市計画事業1千

900万円のほか．一一般土木1千700万円

で、このうちには維持修繕のためダン

プカーを購入することになっています

▲教育費の主なものは備品設備の充実

尚葱中学校第2期工事．幼稚園2ヵ所

の鋼設、フ’－ル建設などのほかに給食

婦については全員定数化により税外負

担の軽減を図っています▲社会労働施

設費は扶助費2千400万円、保育所建設

費500卜円などが主なものであります

▲保健衛生戮はし尿処理場建設第2年

次3千200万円。健民対策149万円とこj

み収災411台を増やして、町を美しく

いたしたいと思X。ヽますのでご協力をお

願いLiす。

　

▲産業経済費のうち商工関係は中小

企業金融対策、設備近代化融資などの

貧寸金4千551万円、観光施設整備など

380万円が主なものであり農業関係に

おいては経営の安定を図るため構造改

善事業に対する利子補給、畜産災励費

園芸振興、ヘリコプターに。よる一斉防

除のほか災害復旧や土地改良事業とし

て4千200万円を計上し、農貨に実験室

を併設して科学的長術指導の完壁を期

したいと考えています。林業関係は林

道の整備と災害復旧、市有林造林10町

歩のほか、林業振興対策など1千700万

円を計画しております。

　

▲財産費は市有建物、自

助車の損害保険料でありま

す。▲選挙費は参議院哀員

選挙、市長および市議員幇

欠選挙および市会願員一部

選挙、並びに公明選挙推進

のための経費であります。

▲公債費は償還元利金2で

987万円と資金繰の利子36C

万円であります。▲諸支出

金は市税徴収の経費、事務

嘱託員報酬等であります。

これらa砦に□。脊・51オ節ふ・

して市税2億286万円を見こんでおりま

す。これは実績と自然増を考慮に入れ

たものから、市民税の減税分を差引い

て計上いたしました。地方交付税につ

いては後進団体に。対して補正率が改訂

されるほか、単位費用の址額；こより増

収を見こんでいます。国県支出金、寄

附金はそれぞれ事業、こ伴うものであり

繰越金は36年度剰余金であります。▲

市債は1億2千270T万円と前年より増え

ていますのは、庁舎建設、災害復旧な

どによるためであります。

（i）昭和37年度一般会計当初まλ予篁
（単位千円’）

36年 37年 比較増減
衡税 190301 20286R 19566
地方交付税 57．000100，000 43．000
11ォ産収入 5．457 4．907・へ550
分担．負担金 501； 551 50
使用料手数料 3．355 5．453‘2．098
国庫支出金 51．295，82．147 30．852
県支出曾 26．433；26．953 520
寄附金 21．873 38．554‘16．681
噪入金 lo．ooo： o，乙】0．000
腺返虹 リ．000 20．000 11．000
雑収入 53．992 50．561△3．431
市債： 48．800 122．700 73．900

計゛ 4；78，008654．693 176．685

昭和17年度一船会計当初才出予篁
（砥什千円｀1

36年 57年I 比較増減
茄必砦 98S4 10611 777
市役所費 81．5S9165．840 39．176
消防費 13．096 15．538 2．442
土木費 55．437 87．491 32．054
勁酉昔 48079 81670 S3591
社会労働費 44．852 49．392 4．540
保健衛生費 21．171 46．630 25．459
産業経済費 104．867123．975 19j08

商工 41．596 5i．．52O10．924
農務 40．678 46．086 5．408
晨場 7．174 8．724 1．550
林務 15．419 16．645 1．226

財産費 I．OII 1．062 51
統計調査費 220 340 120
虚挙費 518 1．584 1．266
公債費 24．852 36．207 11．355
諸支出金 26．607 33．353 6．746
予備昏 1．000 1．000 0

計 478．008654．698176．685

⑥球良則財玖刃伸び

むすび

　

昭和％年皮は国際収支の赤字、金融

引締などにより不況でありましたが、

市税は昭和35年度の余波によって予定

以上の伸びがあり、μ15皆さん・りご協力

に。より97％に近い徴収率であったこと

又地方交付税、補助金などの依存財源

が確保されましたので各事業はほぽ計

画どおり実施することができ、財政的

にもどうにか黒字を続けることができ

ました。

　

昭和57年度は景気回復は期待出

来ず「なべ底景気」が予想されま

す。然し乍ら前にも申したように

昭和37年度予算は継続事業と災害

復旧事業が主であり、経常経費が

累増してまいっておりますので、

財政的には極めて苦しいものがあ

ります。然し乍らこのような事悄

を克服しー（一積・的に理想都市μ設

を推進いたし、明るく住みよい大

野市の建設のため努力いたすもの

であります。

　

皆さんにおかれては市政に充分

の関心をもっていたyき、これか

らもより一層のご協力をお願いい

たします。

37年3月末の市有財産

土地2．343ヘクタール

　

学校敷地宅地公共施設敷地

　

山林田畑公園墓地その

　

他

建物（建坪）69．332平方メートル

　

市営住宅151戸公共施設20棟

　

衛生施設6棟学校施設31棟

有価証券103万円
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